
  

 

数的推理 No.17 

東京都Ⅰ類Ａ 2016 覆面算 
難易度 ★★★★★ 

重要度 ★★ 

 数的推理ザ・ベストプラス ＃13 

 

問題 

 左の計算式において、アルファベットにはそれぞれ０～７の異なる数

字が入る。この計算式が成立するとき、Ｉに入る数字として、正しいの

はどれか。ただし、Ｌ＝７とする。 

 

 

 

 

１. ２ 

２. ３ 

３. ４ 

４. ５ 

５. ６ 

 

 

解説 

 

 一の位について、ＡにＮを足してもＡのままですから、Ｎ＝０です。こ

れとＬ＝７を図のように記入して、各位の足し算を確認すると次のように

なります。 

 

十の位について 

 一の位からの繰り上がりはないので、「7＋Ｏ」の一の位がＤになります

が、Ｏが１、２、３のとき、Ｄは８、９、０になり、条件に反します。 

 よって、Ｏは４～６のいずれかですから、ＯとＤの組合せは以下の３通

りです。 

 

    （Ｏ，Ｄ）＝（4，1）（5，2）（6，3）…① 

 

 

 

ＫＯＡ７Ａ 

＋  ７ＩＯ０  

ＰＡ０ＤＡ 
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百の位について 

 ①のいずれの場合でも、十の位からの繰り上がりが「１」ありますので、

「1＋Ａ＋Ｉ」の一の位が０になり、Ａ＋Ｉ＝9 がわかります。 

 よって、ＡとＩの組合せは以下の４通りです。 

 

    （Ａ，Ｉ）＝（3，6）（4，5）（5，4）（6，3）…② 

 

千の位について 

 百の位からの繰り上がりが「１」ありますので、「1＋Ｏ＋7」＝「8＋Ｏ」の一の位がＡになりますが、①、②

より、Ｏは４～６のいずれか、Ａは３～６のいずれかですから、これを満たすＯとＡの組合せは以下の２通りで

す。 

 

    （Ｏ，Ａ）＝（5，3）（6，4）…③ 

 

万の位について 

 千の位からの繰り上がりが｢１｣ありますので、Ｋ＋1＝Ｐとなります。 

 

ここで、最も組合せが少ない③で場合分けをします。 

 

1）（Ｏ，Ａ）＝（5，3）の場合 

 ①より、（Ｏ，Ｄ）＝（5，2）、②より、（Ａ，Ｉ）＝（3，6）となりますので、残る数は「１」と「４」で、

Ｋ＋1＝Ｐを満たしません。 

 

2）（Ｏ，Ａ）＝（6，4）の場合 

 ①より、（Ｏ，Ｄ）＝（6，3）、②より、（Ａ，Ｉ）＝（4，5） 

となりますので、残る数は「１」と「２」ですから、Ｋ＝1、Ｐ＝2 で図のようになります。 

 

 以上より、Ｉ＝5で正解は肢４です。 

 

正解 ４ 

 

１６４７４ 

＋  ７５６０  

２４０３４ 


